










氏 名森本 さ品 b
博士の専攻分野の名称、 博 士(理学)
学位記番号第 1 9 064 号
学位授与年月日 平成 16 年 11 月 16 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当


































そこで本論文では、コンビナトリアル手法の一つで、ある iBuilding-block approachJ と呼ばれる方法を用い、プロ
領域と類似の立体構造を持つが、安定性の全く異なるタンパク質 POIAl との間で、構造セグメントの組合せ変換を
行った。そして検出された重要部位をさらにブロック化して組み合わせて調べる「マルチセクション法」を新たに開
発し、迅速に必須部位をアミノ酸数残基レベルで、特定することを可能にした。その結果、サチライシンと直接結合し
ないプロ領域内部の疎水相互作用が機能に大きく影響を及ぼしていること、そして高効率サチライシン産生を左右す
るプロセシング効率は、プロ領域の阻害活性と相関していることが新たにわかり、プロセシング直前の遷移構造に注
目した生成過程モデ、ルを提唱した。
以上のように、本論文はプロ領域の制御機構を明らかにしただけではなく、洗剤や皮革加工などの産業上有用なサ
チライシンについて、高効率生産や、新たな機能や特異性を付加するためのプロ配列工学としての利用に大きく寄与
するものであり、博士(理学)の学位論文として、十分に価値のあるものと認定した。
- 404-
